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研究の概要

 [目的] 過去の写真データをディジタル化して
各種の研究に容易に利用できるようにする．
合わせて多数の乾板の保存の問題を解決し，
画像データの劣化や消失を防ぐ．

 [方法] A3判フラットベッドスキャナを用い透

過光方式で乾板をスキャン，ディジタル化する。
大型乾板は，４つのウェッジの内２つをカット
すればA3判でほぼすべてを取り込むことができ
る．解像度を 1200dpi とすると，データ量は大
型乾板1枚の tiff画像約230MB.



スキャンイメージ

1.5”／pix



A3判フラットベッドスキャナ



これまでの経過

 2015年8月に試験スキャンを実施．

 同9月に課題申請を行い，スキャン開始．

 2016年4月，共同利用報告書提出．

 2017年秋より，外部委託によるスキャン開始．

 2019年3月，7039枚のすべての作業を終了．



スキャン状況



ディジタル化作業の全状況

シュミット乾板リストに掲載されている枚数： 7,040

欠番，紛失，および望遠鏡の光学試験用の撮像
乾板など，スキャンを省略した枚数： 536

特殊目的のために手札判乾板，またはフィルム
で撮影されており，スキャンを省略した枚数： 235

星像が全く写っていないため，スキャンを省略
した枚数： 33

スキャンを行った枚数：
7,040 - 536 - 235 - 33 = 6,236



北天（90°～45°）



ステラナビゲータにより作成



-45°～+45° 0h～8h



ステラナビゲータにより作成



-45°～+45° 8h～16h



ステラナビゲータにより作成



-45°～+45° 16h～24h



ステラナビゲータにより作成



目的天体探査の request (No.1)

WS Sge（激変星）



-45°～+45° 16h～24h



-45°～+45° 16h～24h



目的天体探査の request (No.1)

WS Sge（激変星）

CDS  Aladin 1734 1849



IAU Resolution 2018 B3

 ※ 結果を別画面で



IAU Resolution 2018 B3



IAU Resolution 2018 B3



Plate Archive の国際学会

（web page へ）

• <a href="https://www.astroplate.cz/archive/program"> 

Astroplate 2014</a>

• <a href="https://www.astroplate.cz/program"> 

Astroplate 2016</a>

• <a href="https://www.sternwarte.uni-erlangen.de/

large-surveys-2019/program/"> Astroplate 2019</a>

• <a href="https://www.plate-archive.org/applause/"> 

APPLAUSE</a>


